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発行日

発行元

所在地

電 話

平成 23年 9月

双葉消防本部 総務課

川内村大字上川内字早渡 11-4
0240-25-8523(代 表 )

～は じめに～

今回、平成23年 3月 11日の東日本大震災により被災し、避難を余儀なくされた

双葉郡民の皆様に心よりお見舞い申し上げるとともに、被災地の 1日 も早い復興を

お祈り致します。

双葉消防本部の活動

住民の一時立入の方へ随行し救急活動

波で流された住民

病院や老人ホームから
危険区域外へ患者搬送

道路状況調査 口消防水利の維持管理

原子力発電所への出動・活動状況

1.部屋の温度をこまめにチェック !

2.室温28℃を超えないように、エアコンや扇風機を上手に使いましょう :

3.のどが渇いたと感じたら必ず水分補給 :(スポーツ飲料や塩を水に溶かしたものは、吸収が早い)

4.のどが渇かなくてもこまめに水分補給 :

5.外出の際は体を締めつけない涼しい服装で、日よけ対策も :

6.無理をせず、適度に休憩を !

7.日 頃から栄養バランスの良い食事と体力作りを :

※自分で水が飲めなかつたり、脱力感ゃ倦怠感が強く、動けない、また意識がない (おかしい)場合は

すぐに救急車を呼んでください。

東日本大震災

3月 11日 (金 )

14時 46

機能が使えなく、倒壊建物を一軒一軒捜

余震発生時、警報発令時の警戒・火災予防

警戒区域外の住民へ防火指導及び救急講

東京電力復旧作業員の救急搬送
3月 11日 ～3月 末の出場件数

火災 14件  (5件 )

救助 15件  (15件 )

救急 197件 (161件 )

※ ()内は発災後 1週間の件数

原子力発電所構内へ出

‖内と葛尾の出

避難準備区域の自力避難困難者搬送訓練

波被害地での捜索活動 4月 9日 ～ 6月 30日

延べ 818名 が捜索にあたる

浪江町請戸地区の捜索
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このたびの東日本大震災における皆さま方のご心労を拝察申し上げますとともに、震災

により犠牲になられた多くの方々に哀悼の意を表し、―日でも早い復旧、復興をお祈り致

します。

気温も下がり過ごしやすい季節となりました

が、まだ残暑で暑い日が続きます。そんな中自

宅にいても熱中症になる恐れがありますので、

以下のことに十分気をつけましょう♪

※自分

が強く、 (おかしい)

場合はすぐ 呼んでください。

一人ひとりが気をつけれ

ば、防げる病気です♪

普段から火災には十分気をつけていると思い

ますが、空気が乾燥しちょつとした不注意から

火災へ繋がる恐れがありますので、次の「火の

用心 !フ つのポイント」に気をつけましょう !

■■のルい!7つのポイント9魯
4寝 夕′ヽコやポイ捨てをしない !

4子 供に火遊びをさせない :

卓
風の強い日は焚き火をしない :

4揚 げ物の時はその場を離れない !

卓
家の周りに燃えやす…いものを置かない :

4コ ンセントのタコ足配線をしない :

4ス トープの近くに燃えるものを置かない !

職員の殆どが発電所から20km圏 内に居住しておりましたので、避難生活を余儀なくされる

と同時に、長期化の様相を呈する原子力災害に対して、大変疲弊感を感じる状況であります。こ

うした状況の中において、皆様から戴きましたご厚情と物心両面からのご支援は、122名 の職

員全員の心の琴線に触れるものであります。こうした皆様からのご支援を糧にして、住民の皆様

方がご帰宅できるその日まで、全職員の力を集結して全力で双葉地方を守り抜く所存です。

双葉広域市町村圏組合消防本部 職員―同


